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地
域
別
教
育
懇
談
会
に

是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

盛
夏
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
後
援
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
去
る
５
月

の
定
期
総
会
に
て
、
僭
越
な
が
ら
会
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
一
年

間
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
後
援
会
の
お
手
伝
い
を
す
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
三
年
前
、
支

部
主
催
の
「
新
入
会
員
説
明
懇
談
会
」

に
参
加
し
た
こ
と
で
し
た
。
先
輩
役
員

よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
大
学
の
こ

と
を
説
明
し
て
頂
き
、
そ
の
中
で
後
援

会
組
織
の
偉
大
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、支
部
役
員
、本
部
理
事
、
本
部
役

員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
年
度
、

後
援
会
会
長
と
い
う
大
任
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
先
輩
諸
氏
の

築
き
上
げ
て
来
ら
れ
た
輝
か
し
き
伝
統

を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
誠
心
誠
意
そ
の
責
務

を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
後
援
会
は
、
そ
の
目
的
に
、

「
大
学
の
教
育
方
針
に
則
り
、
大
学
と
学

後
援
会
会
員
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
、

本
学
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
賜
り
、

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
後
援
会
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
大
学
の
環
境
整
備
が

毎
年
進
ん
で
お
り
ま
す
。
開
学
当
時
は

本
館
か
ら
別
棟
の
製
図
室
ま
で
、
霜
柱

で
道
が
ぬ
か
る
み
、
長
靴
に
履
き
替
え

た
ほ
ど
で
し
た
。
近
年
の
整
備
さ
れ
た

美
し
い
環
境
は
夢
の
よ
う
で
す
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
日
々
進
化
し

て
お
り
ま
す
。
今
年
の
新
入
生
か
ら
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
始
め
ま

し
た
。
学
科
ご
と
に
合
宿
し
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
体
験
学
習
ば
か
り
で

な
く
、
友
達
づ
く
り
の
支
援
も
し
ま
し

た
。
特
に
評
判
が
よ
か
っ
た
の
が
、
上

級
生
が
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た

話
し
合
い
の
時
間
で
す
。
新
入
生
に
と

っ
て
は
、
大
学
の
生
の
情
報
が
手
に
入

り
、
安
心
で
き
た
よ
う
で
す
。
上
級
生

に
と
っ
て
も
、
達
成
感
の
あ
る
時
間
で

あ
っ
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
学
生
た
ち
が
、「
君
が
い
て

く
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
謝
さ
れ
る

「
現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
」

に
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

時
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
力
、
技
術

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
予
知

力
な
ど
は
、
一
方
通
行
の
教
育
で
は
育

ち
ま
せ
ん
。
自
ら
体
験
し
、
苦
労
し
て

獲
得
す
る
も
の
で
す
。

ま
ず
技
術
力
。
現
場
で
使
え
る
本
物

の
技
術
力
は
、
実
際
に
工
具
を
持
ち
機

械
に
触
れ
て
、
は
じ
め
て
獲
得
で
き
る

も
の
で
す
。
学
科
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す

る
工
作
機
械
や
製
図
板
な
ど
を
充
実
さ

せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
技
術
体
験
の

中
で
理
論
不
足
に
気
づ
い
て
学
ぶ
の
で

あ
れ
ば
、
専
門
書
や
論
文
も
生
き
生
き

と
答
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

つ
ぎ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。

流
暢
な
英
語
力
や
、
上
手
な
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
力
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

場
の
技
術
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
き
、

相
手
を
尊
重
し
て
話
し
合
い
、
協
力
し

て
方
向
性
を
見
い
だ
す
力
で
す
。

三
番
目
に
予
知
力
。
次
に
何
が
起
き

る
か
、
事
前
に
危
険
を
察
知
し
対
策
を

立
て
て
お
く
力
で
す
。
予
知
力
は
、
経

験
の
積
み
重
ね
に
よ
り
育
つ
も
の
で

す
。「
想
定
外
」
と
は
、
自
ら
の
予
知

力
不
足
、
経
験
不
足
が
露
呈
し
た
恥
ず

か
し
い
こ
と
で
す
。
予
知
力
は
技
術
者

に
欠
か
せ
な
い
力
で
す
。

こ
れ
ら
の
力
を
育
む
教
育
と
し
て
、

Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス

ト
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
が
あ
り
ま
す
。
自

ら
課
題
を
発
見
し
、
実
現
に
向
け
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
し
、
成
果
を
上
げ

る
。
こ
れ
が
、
自
信
を
持
っ
て
社
会
へ

羽
ば
た
け
る
、
最
高
の
学
び
で
す
。

こ
の
四
月
に
、
新
た
な
組
織
で
再
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
大
学
院
の
学
び
の
基

本
は
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
す
。
ま
た
、
学
部
の
工

房
教
育
も
、
代
表
的
な
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
す
。

苦
労
を
肥
や
し
に
学
生
は
大
き
く
成
長

し
ま
す
。

日
本
工
業
大
学
は
、
日
々
進
化
し
て

い
ま
す
。
後
援
会
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
様

子
を
見
に
お
い
で
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
秋
に
全
国
各
地
で
開
催

さ
れ
る
地
域
別
教
育
懇
談
会
で
も
お
目

に
か
か
れ
る
こ
と
を
、
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

生
家
庭
と
の
連
絡
を
緊
密
に
し
て
大
学

を
後
援
し
、
そ
の
興
隆
発
展
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
教
養
の
向
上
を
図
る
」
と
あ
り
ま

す
。
後
援
会
は
、
こ
の
目
的
達
成
の
た

め
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
子
息
、
ご
息
女

が
快
適
な
環
境
下
で
学
生
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
学
生
の
福
利
厚
生
、
学
内
施

設
の
充
実
、
環
境
の
整
備
、
研
究
活
動

等
へ
の
援
助
、
周
年
事
業
へ
の
協
賛
な

ど
、
種
々
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
に
、年
度
ご
と
に
行

っ
て
い
る「
特
別
事
業
」が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
は
、東
門
の
改
修
及
び
そ
の
周

辺
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
が
、本
年
度

は
、
北
門
と
学
生
駐
車
場
門
の
改
修
及

び
、
正
門
か
ら
学
生
駐
車
場
門
に
か
け

て
の
外
壁
を
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
に
し
ま

す
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
道
路
に
面
す
る
門

が
全
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、外
壁
も

全
て
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
ど
こ
か

ら
見
て
も
明
る
く
美
し
く
、
近
隣
の
住

宅
街
と
も
調
和
の
取
れ
た
景
観
が
完
成

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
併
せ
て
、
学

生
の
安
全
と
防
犯
の
観
点
か
ら
、
学
友

門
か
ら
正
門
及
び
バ
イ
ク
置
場
の
各
所

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
も
後
援
会
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
「
地
域
別
教
育
懇

談
会
」
が
全
国
二
十
二
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
各
支
部
に
て
、
本
部
理
事
を

は
じ
め
支
部
役
員
一
同
、
大
学
側
に
協

力
を
仰
ぎ
、
よ
り
有
意
義
な
充
実
し
た

会
に
し
た
い
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

是
非
こ
の
機
会
を
活
用
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
、
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
参
加

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

会
長
　
田
中
則
弘
（
S4
新
潟
）

学長　波多野 純

技
術
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
予
知
力
を
育
む
実
工
学
教
育
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平成25年度地域別教育懇談会開催日程一覧（予定）
­­ 開　催　日 主　催 開 催 会 場 対 象 地 域

9月1日（日） 茨城県支部 土浦市・ホテルマロウド筑波 茨城県

9月8日（日） 本部（北海道） 札幌市・ＫＫＲホテル札幌 北海道

〃 本部（四国） 高知市・コンフォートホテル高知駅前 四国

〃 本部（九州） 鹿児島市・ホテル法華クラブ鹿児島 九州

9月14日（土） 秋田県支部 秋田市・秋田温泉さとみ 秋田県

〃 長野県支部 長野市・ホテル信濃路 長野県

〃 静岡県支部 静岡市・商工会議所 静岡県

9月15日（日） 新潟県支部 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

〃 栃木県支部 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 近畿支部 尼崎市・ホテルホップインアミング 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9月21日（土） 西中国支部 出雲市・ニューウエルシティ出雲 広島県・山口県・島根県
東中国支部 岡山県・鳥取県

9月22日（日） 群馬県支部 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

〃 山梨県支部 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

〃 北陸支部 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

〃 東海支部 名古屋市・東京第一ホテル錦 愛知県・岐阜県・三重県

9月28日（土） 蔵王支部 山形市・悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県

〃 福島県支部 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

9月29日（日） 青森県支部 青森市・青森国際ホテル 青森県

〃 千葉県支部 船橋市・船橋市勤労市民センター 千葉県

10月6日（日） 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10月12日（土） 岩手県支部 花巻市・渡り温泉 岩手県

10月13日（日） 沖縄県支部 那覇市・沖縄県青年会館 沖縄県

※日程および会場は、諸事情により変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内をご覧ください。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
作
り
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い

平
成
25
年
度
定
期
総
会
を
開
催

後援会をご理解いただく会
〜入学式の後、大勢お集まりいただきました〜

新任理事が大学にて一日研修
〜日本工業大学を知る勉強会〜

学友会館ホール会場内の様子後援会の歴史と活動などを説明

竹内学生支援部長による講義を聴く

地域別教育懇談会
開催のお知らせ

地懇開催にあたって、全国から支部長が集まり支
部連絡協議会を開催（6月23日、学友会館にて）

４
月
３
日（
水
）の
入
学
式

終
了
後
、大
学
に
お
い
て「
後

援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
会
」

を
開
催
。荒
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
、200
名
近
く
の
新
会
員
の
皆

様
が
出
席
し
ま
し
た
。

去
る
５
月
26
日(

日)

午
後
１
時
半
よ

り
、
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
平
成
25
年

度
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
は
137
名
、
委
任
状
に

よ
る
出
席
が
1734
名
で
し
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
24
年
度
事
業
報

告
」、
第
２
号
議
案
「
平
成
24
年
度
決

近
年
、「
学
修
支
援
セ
ン

タ
ー
」や「
学
生
相
談
室
」を

利
用
す
る
学
生
が
大
変
増

え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
授
業
に
つ
い
て
ゆ
け
な

い
」、「
一
人
暮
ら
し
の
生
活

に
慣
れ
な
い
」、「
友
達
が
で

き
な
い
」、「
大
学
生
活
に
馴

染
め
な
い
」な
ど
、学
生
は

様
々
な
悩
み
を
抱
え
て
い

ま
す
。わ
が
子
が
何
か
悩
ん

で
い
る
こ
と
に
、ご
父
母
の

皆
様
は
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
？
そ
ん

な
気
配
は
感
じ
て
い
て
も
、何
と
な
く

や
り
過
ご
し
て
し
ま
っ
て
い
る
方
も
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん「
も

う
大
学
生
な
の
だ
か
ら
、自
分
の
こ
と

は
自
分
で
解
決
す
る
力
を
つ
け
さ
せ
た

い
」と
願
う
の
も
親
心
で
す
。で
も
、も

し
か
し
た
ら
、子
は
親
に
相
談
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ

の
教
育
懇
談
会
へ
の
参
加
を
、親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

算
報
告
・
同
監
査
報
告
」、
第
３
号
議

案
「
平
成
25
年
度
事
業
計
画
」、
第
４

号
議
案
「
平
成
25
年
度
予
算
」
第
５
号

議
案
「
理
事
銓
衡
・
役
員
選
出
」
は
慎

重
審
議
、
質
疑
応
答
の
後
、
全
て
承
認

さ
れ
、
総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

会
長
に
は
田
中
則
弘
氏
（
Ｓ
４
・
新
潟
）

が
就
任
し
ま
し
た
。
本
年
度
の
理
事
は

123
名
、
監
事
２
名
。
役
員
名
簿
を
３
頁

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
一
般
会
員
は
学
内
見

学
を
実
施
。
ホ
ー
ル
で
は
引
き
続
き
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
波
多
野
学
長
か
ら

退
任
理
事
の
皆
様
へ
の
感
謝
状
贈
呈
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
退
任
理
事
の
皆
様
か
ら
は
、
記

念
樹
（
平
成
24
年
度
は
シ
ラ
カ
シ
と
イ

ヌ
シ
デ
）
の
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
22
日（
土
）、今
年
度

就
任
し
た
新
任
理
事
46
名
の

内
34
名
が
出
席
し
「
新
任
理

事
研
修
会
」
を
開
催
。
学
内
見

学
を
含
め
、大
学
・
後
援
会
に

つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
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顧問 星　新作 元会長 埼玉県
〃 森川大成 元会長 三重県
〃 佐藤宗一 元会長 山形県
〃 沼尻芳治 元会長 埼玉県
〃 原田敬司 元会長 東京都
〃 秋葉一彦 元会長 東京都
〃 冨永京太郎 元会長 東京都
〃 金城英三 元会長 沖縄県
〃 神山英一 元会長 岩手県
〃 田川鋭治 元会長 静岡県
〃 佐藤建夫 元会長 埼玉県
〃 佐藤登美雄 元会長 香川県
〃 滝口和喜 元会長 山形県
〃 寺嶋佳章 元会長 東京都
〃 窪田政幸 元会長 兵庫県
〃 佐伯みち子 元会長 東京都
〃 川島敬司 元会長神奈川県
〃 小笠原康雄 元会長 新潟県
〃 鳥取雄治 元会長 岡山県
〃 小林　卓 元会長神奈川県
〃 出井栄一 元会長 埼玉県
〃 田代公男 前会長 静岡県

相談役 波多野純 学長 千葉県
藤田則夫 総務部長 埼玉県

会長 ㋚ 田中則弘 S4 新潟県
副会長 地○ 千葉　満 A4 岩手県
〃 ㊕地 福士晃昭 A4 青森県
〃 サ 沼尻裕之 C3 埼玉県
総務 地 相場博行 A4 秋田県
〃 畑中昭博 E3 福島県
〃 林　祐司 総務課長 埼玉県
財務 木野内宣明 M4 栃木県
〃 大城末治 E2 沖縄県
〃 鈴木史朗 財務課主任埼玉県
監事 特 中村　猛 C3 埼玉県
〃 地 齋藤　進 A2 東京都
理事 地 毛塚芳彦 M4 栃木県
〃 多部喜三代 M4 千葉県
〃 サ地 福田千恵 M4 千葉県
〃 渡部輝夫 M4 福島県
〃 サ 石崎弘子 P4 神奈川県
〃 特 谷中良教 S4 神奈川県
〃 猪狩克美 E4 福島県
〃 片岡信幸 E4 秋田県
〃 川崎清美 E4 群馬県
〃 地 小野泰雄 E4 福島県
〃 樋口眞奈美 E4 岩手県
〃 茂木真奈美 E4 福島県
〃 森野身知子 E4 静岡県
〃 荒川久美子 C4 青森県
〃 高力　隆 C4 山形県

〃 渋谷修一 C4 山形県
〃 特地 須賀恒男 C4 群馬県
〃 高柳ひろみ C4 茨城県
〃 地 額賀貞郎 C4 茨城県
〃 地 長谷川正 C4 鳥取県
〃 依田　彰 C4 長野県
〃 浅野聖子 A4 千葉県
〃 地 阿久津藤子 A4 静岡県
〃 大艸眞治 A4 岐阜県
〃 岸　安江 A4 岡山県
〃 木元早苗 A4 静岡県
〃 須賀富規子 A4 奈良県
〃 特地 杉山清久 A4 富山県
〃 地 竹前泰昭 A4 長野県
〃 地 保坂和広 A4 山梨県
〃 �田秀明 L4 兵庫県
〃 伊藤　哲 M3 秋田県
〃 特 大貫朝視 M3 栃木県
〃 大山　哲 M3 滋賀県
〃 特 加藤恵子 M3 東京都
〃 鈴木敏正 M3 長野県
〃 田村一郎 M3 群馬県
〃 長津みよ M3 茨城県
〃 根本まゆみ M3 茨城県
〃 藤岡常幸 M3 高知県
〃 松島礼子 M3 群馬県
〃 石倉富野 P3 茨城県
〃 小原博英 S3 秋田県
〃 サ 杉田　薫 S3 東京都
〃 市川雅万 E3 神奈川県
〃 井戸政文 E3 愛媛県
〃 稲田　厚 E3 新潟県
〃 荻野博之 E3 新潟県
〃 柏原正勝 E3 岩手県
〃 川満秀吉 E3 沖縄県
〃 柴谷　茂 E3 秋田県
〃 特地 那須　孝 E3 大阪府
〃 有賀勝彦 C3 長野県
〃 地 髙橋健彦 C3 新潟県
〃 西浦孝一 C3 山口県
〃 特地 西村俊昭 C3 山形県
〃 地 前川朝昭 C3 沖縄県
〃 和田高根 C3 千葉県
〃 加藤英明 A3 三重県
〃 川瀬理恵子 A3 静岡県
〃 黒澤智恵子 A3 山形県
〃 サ 狐塚芳則 A3 栃木県
〃 眞野弥生 A3 静岡県
〃 藤舘雄一 A3 神奈川県
〃 石澤千鶴子 L3 青森県
〃 太田勝久 L3 石川県

〃 國井孝一 L3 福島県
〃 遲澤一枝 L3 山形県
〃 山本充子 L3 長崎県
〃 上野清彦 M2 山梨県
〃 植松和彦 M2 新潟県
〃 尾崎雄一 M2 富山県
〃 黒川賢二 M2 山口県
〃 特 近藤正晴 M2 東京都
〃 佐々木傳 M2 栃木県
〃 田中長佳 M2 青森県
〃 土橋美江子 M2 沖縄県
〃 中葉孝治 M2 富山県
〃 宮坂幸治 M2 長野県
〃 森　竜一 M2 熊本県
〃 森本藤枝 M2 千葉県
〃 小田長光仁 P2 秋田県
〃 車谷ひさ S2 青森県
〃 岩元伸二 E2 鹿児島県
〃 北角玲子 E2 群馬県
〃 サ 駒井雅之 E2 埼玉県
〃 髙﨑　進 E2 茨城県
〃 中澤百代 E2 青森県
〃 松本全友 E2 富山県
〃 矢板洋文 E2 栃木県
〃 特 服部武司 E2 東京都
〃 阿部利行 C2 岩手県
〃 安藤喜弘巳 C2 静岡県
〃 福田康弘 C2 兵庫県
〃 熊谷由美 A2 広島県
〃 小野武徳 A2 福島県
〃 佐々木源幸 A2 山形県
〃 菅原康典 A2 長野県
〃 特 竹中哲喜 A2 埼玉県
〃 中川則昭 A2 山梨県
〃 横尾武宜 A2 群馬県
〃 江幡正美 L2 神奈川県
〃 特 須賀金彦 L2 埼玉県
〃 浜　利勝 M1 東京都
〃 河原良計 S1 岡山県
〃 徳川喜永 S1 埼玉県
〃 森　博昭 S1 鳥取県
〃 酒井　武 C1 埼玉県
〃 特 横田　武 C1 茨城県
〃 熱田俊美 A1 京都府
〃 大原史子 A1 鹿児島県
〃 指田守生 A1 京都府
〃 武井　實 A1 山梨県
〃 田中敏和 A1 山口県
〃 梶原昭子 L1 兵庫県

事務局 飯島貴子 総務課員 埼玉県

平成25年度後援会理事・役員名簿（敬称略）
M（機械工学科）、P（ものづくり環境学科）、S（創造システム工学科）、E（電気電子工学科）、C（情報工学科）、A（建築学科）、L（生活環境デザイン学科）
地＝地方事業委員（支部長）　　特＝特別事業委員　　サ＝サービスセンター連絡協議会委員
○印＝委員長、役員

後援会担当
部長



平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
（
金
）
後

援
会
会
報
九
十
二
号
発
行

三
月
二
十
日
（
水
・
祝
）
学
位
記
授
与

（
後
援
会
よ
り
卒
業
生
に
記
念
品
贈

呈
―
シ
ス
テ
ム
手
帳
）（
大
学
院
卒

業
生
に
記
念
品
贈
呈
―
修
士
課
程
に

は
電
波
目
覚
ま
し
時
計
、
博
士
課
程

に
は
名
刺
入
れ
）

三
月
二
十
一
日
（
木
）
教
職
員
退
職
者

送
別
会

三
月
二
十
八
日
（
金
）
～
四
月
一
日

（
月
）
健
康
診
断

平
成
二
十
五
年
度

四
月
三
日
（
水
）
入
学
式
（
後
援
会
よ

り
新
入
生
に
記
念
品
贈
呈
―
男
子
に

は
ネ
ク
タ
イ
、女
子
に
は
ス
ト
ー
ル
）、

後
援
会
を
ご
理
解
い
た
だ
く
会

四
月
五
日
（
金
）
授
業
開
始

四
月
六
日
（
土
）
監
査

四
月
七
日
（
日
）
役
員
会
、
理
事
会
、

銓
衡
委
員
会

四
月
二
十
日
（
土
）
会
報
新
入
学
記
念

特
集
号
発
行
、
春
の
ぽ
か
ぽ
か
こ
ん

さ
ぁ
と

四
月
二
十
二
日
（
月
）
～
二
十
五
日

（
木
）
学
内
合
同
企
業
説
明
会

五
月
十
一
日
（
土
）
蔵
王
支
部
総
会

（
悠
湯
の
郷
　
ゆ
さ
）

五
月
十
二
日
（
日
）
栃
木
県
支
部
総
会

（
ホ
テ
ル
丸
治
）、
西
中
国
支
部
総
会
、

東
中
国
支
部
総
会
（
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

イ
ン
広
島
平
和
大
通
）

五
月
十
三
日
（
月
）
Ｗ
２
棟
竣
工
式

五
月
十
八
日
（
土
）
大
川
理
事
長
米
寿

の
祝
い
（
池
袋
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
ホ

テ
ル
）

五
月
二
十
五
日
（
土
）
福
島
県
支
部
総

会
（
清
陵
山
倶
楽
部
）、
体
育
祭

五
月
二
十
六
日
（
日
）
定
期
総
会
、
銓

衡
委
員
会
、
役
員
会
、
理
事
会
、
新

旧
理
事
歓
送
迎
会

五
月
三
十
一
日
（
金
）
学
生
総
会

六
月
一
日
（
土
）
宮
代
会
幹
事
会
、
千

葉
県
支
部
総
会
（
船
橋
市
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
）

六
月
二
日
（
日
）
新
潟
県
支
部
総
会

（
赤
倉
山
荘
）

六
月
八
日
（
土
）
工
友
会
総
代
会

六
月
九
日
（
日
）
青
森
県
支
部
総
会

4

後
援
会
行
事
抄

相
談
票
を
ご
利
用
下
さ
い

後
援
会
で
は
会
員
各
位
に
こ
の
相
談
票
を
通
じ
て
、
い
つ
で
も
学
生
の
成
績
・

生
活
・
就
職
等
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

右
の
票
（
便
箋
、
ハ
ガ
キ
で
も
結
構
で
す
）
に
相
談
さ
れ
た
い
事
項
や
、
ご
意

見
、
ご
希
望
等
ご
記
入
の
上
、
事
務
局
宛
に
ご
送
付
下
さ
い
。
可
能
な
か
ぎ
り
回

答
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
投
書
・
ご
寄
稿
も
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

相談票 学科学年

学籍番号

学　生
氏　名
会　員
氏　名

連絡先
〠 TEL

（
青
森
国
際
ホ
テ
ル
）

六
月
十
一
日
（
火
）
～
十
四
日
（
金
）

学
内
合
同
企
業
説
明
会

六
月
十
五
日
（
土
）
新
役
員
と
大
学
執

行
部
と
の
顔
合
わ
せ
、
㈱
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク

リ
エ
イ
ト
株
主
総
会
、
保
護
者
の
た

め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

六
月
二
十
二
日
（
土
）
新
任
理
事
研
修

会
、
現
職
教
職
員
の
集
い

六
月
二
十
三
日
（
日
）
支
部
連
絡
協
議

会
六
月
二
十
九
日
（
土
）
学
園
創
立
記
念

日
（
一
〇
六
周
年
）

七
月
五
日
（
金
）
役
員
会
（
沢
渡
温
泉
）

七
月
六
日
（
土
）
～
七
日
（
日
）
理
事

会
、
宮
代
会
総
会
（
美
ヶ
原
温
泉
）

次
の
８
支
部
に
お
い
て
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
、支
部
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

５
月
11
日
　
蔵
王
支
部

新
支
部
長
　
西
村
　
俊
昭
（
Ｃ
３
）

５
月
18
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
池
袋
に
て
「
大
川
陽
康
先

生
の
米
寿
を
祝
う
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
学
園
関
係
者
ら

約
180
名
が
参
会
し
、
め
で
た
く
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
大
川
先
生
と
美
和
子

夫
人
を
囲
ん
で
祝
福
し
ま
し
た
。

７
月
15
日
を
も
っ
て
、
大
川
先
生

が
理
事
長
職
を
勇
退
さ
れ
、
16
日
よ

り
柳
澤
章
副
理
事
長
が
、
理
事
長
に

就
任
さ
れ
る
こ
と
が
、
７
月
６
日
、

長
野
県
の
美
ヶ
原
温
泉
に
て
開
催
さ

れ
た
後
援
会
・
宮
代
会
合
同
の
懇
親

会
に
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
12
日
　
栃
木
県
支
部

新
支
部
長
　
毛
塚
　
芳
彦
（
Ｍ
４
）

５
月
12
日
　
西
中
国
支
部

新
支
部
長
　
木
次
　
順
子
（
Ａ
卒
）

５
月
12
日
　
東
中
国
支
部

支
部
長
再
任

長
谷
川
　
正
（
Ｃ
４
）

５
月
25
日
　
福
島
県
支
部

新
支
部
長
　
小
野
　
泰
雄
（
Ｅ
４
）

６
月
１
日
　
新
潟
県
支
部

新
支
部
長
　
髙
橋
　
健
彦
（
Ｃ
３
）

６
月
１
日
　
千
葉
県
支
部

新
支
部
長
　
福
田
　
千
恵
（
Ｍ
４
）

６
月
９
日
　
青
森
県
支
部

新
支
部
長
　
福
士
　
晃
昭
（
Ａ
４
）

卒業支部役員への記念品を贈呈（蔵王支部）

（左から）吉田駒場中学・高校校長、柳澤先生、
大川先生、美和子夫人

感謝の花束を贈呈された大川先生

後
援
会
・
宮
代
会
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
祝
福
が

8支部で支部総会開催

柳
澤
章
先
生
が
理
事
長
に
就
任

「大川陽康先生の米寿を祝う会」を開催


